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1  目的 
 本報告では，社会学的な時間理論の可能性を示唆しているものとして，ニクラス・ルーマンの社

会システム理論から時間に関する議論を取り上げ，検討する． 
 社会システム理論に特徴的な時間の捉え方として，社会的な諸システムの分出や発展と，そのシ

ステムに固有の時間の分出と発展とが相関している，という考え方は，さかのぼればソローキンと

マートンによる社会学的な時間論の古典や，デュルケームのカテゴリー論にもすでに見出すことが

できる。本報告では，そうした社会学的な時間論の蓄積を前提とした上で，現代の社会システム理

論が時間についての社会学的な知見に関して，どのような貢献があったのかについて考察する． 
 
2  内容 
 ルーマンは自身の社会システム理論を展開していく中で，「時間とは観察者による構築物である」

という見解を提起した（Luhmann 1990）。さらに未来と過去とを現在において峻別する時間概念は，

近代的な時間ゼマンティクであるとされ，近代社会の成立にともなう「複雑性の時間化」や「時間

の歴史化」の帰結とも捉えられている（Luhmann 1980）． 
 しかし他方で，何らかのシステムが環境から分化することで「同時」にそのシステムに固有の時

間が産み出され， なおかつそのシステムと環境との同時性は，不可避的なものであると主張され

ている．つまりシステムにとって時間とは，構築物であると同時に与件でもあるとされており，い

わば時間の操作性と非操作性が同時に主張されている．  
以上の二元的性質について、ルーマン自身は同時性／同期化という区別を用いて論じている．加

えて，アルミン・ナセヒが示唆する区別として、作動時間と観察時間の区別がある（Nassehi 2010）．
本報告では，以上の二つの区別に加えて，同時性と時間性の違い，さらに同時性という考え方自体

に含まれる二重の側面を指摘しながら，観察による構築物としての時間と，観察者による構築に附

随する現実としての時間という，社会システム理論による二元的な時間についての見解を提示する． 
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